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次に示す「ありの行列」の学習指導計画（光村図書３年上）は、光村図書のホーム

ページから引用したものです。８時間計画の中に、三つの指導目標、五つの学習活動、

五つの評価規準が示されています。では、それらの学習目標、学習活動、評価規準は、

それぞれどう対応するのでしょうか。 
 

（mitsumura-tosho.co.jp/skyokasho/frame.html） 

三つの指導目標      五つの学習活動    五つの評価規準 

 

                             

 
 
 
 
 次ページの表は、その対応関係を明確にした例です。ここでは、学習目標（主な学

習事項）①、②、③のそれぞれが、学習活動、評価規準のそれぞれとどう対応するの

か、①、②、③の番号で分かりやすく示されています。 
このように、対応関係を見直すことで、毎時の「ねらい」と「方法」と「評価」の

関連がはっきりしてきます。本時は、どんなねらいで、何をどのように学習させるの

か、どう評価するのかが明確になれば、授業への自信もわいてきます。 
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教
材
名 

単
元
名 

時 

数 

主な学習事項 

（学習指導要領との関連） 

活動

時程
学 習 活 動 おおむね満足できる状況

五 

あ
り
の
行
列 

二 

ま
と
ま
り
に
気
を
つ
け
て
読
も
う 

８
（
読
８
） 

◎「ありの行列」を読んで、  
「問い」「答え」などを

見つけながら、段落ごと

にどんなことが書いて

あるかを理解する。 

（読イ） 

◎「問い」「答え」「答えを

見つける過程」をとらえる

ために、表現の細かい部分

に注意して読んだり、全体

の構成を考えるために大

きくまとめて読んだりす

る。  （読オ） 

◎文章全体について、段落の

役割を理解する。（言オ

（イ）） 

１ 
 
 
 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
〜
６ 

 
 
 
 
 
 
 

７ 
 

８ 

１ 全文を通読して、初めて知ったことや

驚いたこと、疑問に思ったことを話し合

う。友達の発表も参考にしながら、読み

のめあてをもつ。 
２ 「ありは、ものがよく見えません。そ

れなのに、なぜ、ありの行列ができるの

でしょうか。」という表現が「問い」で

あることを理解し、「答え」を見つけよ

うとして、文章の全体を読む。 

  ・「このように」に着目して「答え」の
部分を見つける。また、「問い」「答え」

がそれぞれ一つの段落に書かれているこ

とを知る。 

３ 「答え」がどのようにして出されたか

を知るために「中」の部分を丁寧に読む。 

  ・初めて知ったことや大事なこと、内容
のつながりが分かる接続語や指示語の

役割、文末表現などを、段落ごとにノ

ートにまとめたり、見つけたことを発

表したりする。 

４ 「ありの行列がなぜできるのか」につ

いて、文章に沿って説明する。 

５ 単元全体を振り返り、学習したことを

確かめたり、感想を発表したりする。 

関 本文を進んで読み、  

ウイルソンが研究し、  

解明した内容が書か  

れている文章である  

ことを理解しようと  

している。 

  ※「なぜ」「～のです」 

など、問いかけや答  

えを表す言葉・表現  

について、二年生の  

既習事項を確かめ  

ておくとよい。 

読 「問い」「答え」の内

容と書かれている  

段落を理解している。

読 「問い」と「答え」

に挟まれて、解明の  

部分があり、全体が  

「初め・中・終わり」  

で構成されているこ  

とを理解している。 

読 どんな実験・観察・  

研究を、どんな順序で  

したかをノートにまと  

めている。 

言 「段落」を指摘し  

たり数を確かめたり  

している。 

１ 毎時の「ねらい」と「方法」と「評価」のつながりを明確にしましょう 

  

それぞれどう対応するのかな？ 

「番号で示す」ことで対応関係を明確にする 
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月 
教
材
名 

単
元
名 

時
数 

主な学習事項 

（学習指導要領との関連） 

活動

時程
学 習 活 動 おおむね満足できる状況

１ 

 
１ 全文を通読して、初めて知ったこと

や驚いたこと、疑問に思ったことを話

し合う。友達の発表も参考にしながら、

読みのめあてをもつ。 
 

関 本文を進んで読み、  

ウイルソンが研究し、解明

した内容が書かれている

文章であることを理解し、

友人に説明したりノート

に書いたりしようとして

いる。［観察・発言・ノー

ト］ 

２ 

 
２ 「ありは、ものがよく見えません。

それなのに、なぜ、ありの行列ができ

るのでしょうか。」という表現が「問

い」であることを理解し、「答え」を

見つけようとして、文章の全体を読む。

  ・「このように」に着目して「答え」
の部分を見つける。また、「問い」「答

え」がそれぞれ一つの段落に書かれて

いることを知る。 

 

   
①読イ 「問い」「答え」

の書かれている段落を区

別して教科書の段落に囲

みを入れたり、それぞれの

段落の内容をノートにま

とめたりしている。［教科

書・ノート］ 

 

①②読イオ 「問い」と「答

え」に挟まれて、解明の部

分があり、全体が「初め・

中・終わり」で構成されて

いることを、板書をもとに

ノートにまとめている。

［ノート］ 

３
〜
６ 

 
３ 「答え」がどのようにして出された

かを知るために「中」の部分を丁寧に

読む。 

  ・初めて知ったことや大事なこと、内
容のつながりが分かる接続語や指示

語の役割、文末表現などを、段落ご

とにノートにまとめたり、見つけた

ことを発表したりする。 

 

 
②読オ どんな実験・観

察・研究を、どんな順序で

したかをノートにまと  

めたり、見つけたことを発

表したりしている。［ノー

ト・発表］ 

 

③言オ（イ） 「段落」を

指摘したり数を確かめた

りしている。［観察・発表］

７ 

 
４ 「ありの行列がなぜできるのか」に

ついて、文章に沿って説明する。 

 

 
①②読イオ ノートにま

とめたものを参考に、友人

に説明している。［ノー

ト・観察］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五 
 

月 

 
 
 
 
 
 
 

あ
り
の
行
列 

 
 

二 

ま
と
ま
り
に
気
を
つ
け
て
読
も
う 

 
 
 
 
 
 
 

８
（
読
８
）        

 
①「ありの行列」を読んで、  
「問い」「答え」などを

見つけながら、段落ごと

にどんなことが書いて

あるかを理解する。 

（読イ） 

 
 
 
②「問い」「答え」「答え

を見つける過程」をとら

えるために、表現の細か

い部分に注意して読んだ

り、全体の構成を考える

ために大きくまとめて

読んだりする。（読オ） 

 
 
 
③文章全体について、段落

の役割を理解する。 
（言オ（イ）） 

８ 

 
５ 単元全体を振り返り、学習したこと

を確かめたり、感想を発表したりする。

 
①②読イオ ノートなど

を参考に感想を発表した

り改めてノートにまとめ

たりしている。［ノート・

発言］ 
学習目標に①、②、③と番号
を付け、それらに対応する評価
規準にも①、②、③と番号を付
けています。 学習目標の①と②は、何度も繰り返し

て評価の対象になっていますが、目標の
③は、評価の機会が一回だけの設定です。 
 したがって、学習目標の①と②は、こ
の学習計画８時間を通して指導し評価し
ていくことになりますので、特定の時間
での評価結果だけを重視することのない
ようにすることが大切です。 
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